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鯨類における細胞遺伝学的研究 
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【研究目的】 

 現在、世界には約 90 種もの鯨類が生息し、多くの姉妹種が同所的あるいは側

所的に生息している。同所的あるいは側所的な分布を示す分類群については、

集団の隔離と隔離集団における独自の進化が種分化を引き起こすとする一般論

は適用できない。そのため、鯨類では、集団の隔離を引き起こす地殻変動や大

規模な環境の変化などの外的要因というよりも、染色体の形態変化などの内的

要因が種分化のきっかけとなった可能性がある。染色体の形態変化は遺伝子の

並び順を変化させるため、生殖的隔離を引き起こすと考えられている。しかし

ながら、鯨類の染色体に関する知見は少なく、現段階でこの仮説を検証するこ

とはできない。そこで、本研究は上記の仮説を検証することを最終目標とし、
鯨類の細胞遺伝学的知見の収集を行う。 

 

【研究内容】 

・染色体標本の作製 

 es-BANK に凍結保存されている鯨類（スナメリ Neophocaena phocaenoides とネ

ズミイルカ Phocoena phocoena）の細胞を培養し、染色体を固定、回収した。 

・染色体の観察 

 得られた染色体に各種染色（ギムザ染色、G-・C-バンド染色、Ag-NOR 染色）

を施し、染色体の特徴を明らかにした。 

 

【研究成果】 

 es-BANK より提供されたスナメリ（♂）とネズミイルカ（♂）の細胞培養を

試みたところ、スナメリにおいて細胞分裂が確認されたため、染色体を回収し

た。ネズミイルカについては、細胞分裂を確認できなかった。 

 本研究において、これまで知見のなかったスナメリの染色体の特徴が明らか

になったので、以下に報告する。 



 スナメリの核型は、メタセントリック型 6 

対、サブメタセントリック型 6 対、サブテロ

セントリック型 5 対、アクロセントリック型

4 対の常染色体とサブメタセントリック型

の X 染色体およびメタセントリック型の Y

染色体から成る 2n = 44 であった（図 1）。つ

まり、スナメリの染色体数は、同属のネズミ

イルカ（Árnason 1980）やイシイルカ（Makino 

1948）と同様であったが、染色体の形は同属

の 2 種と異なっていた。したがって、上記 3

種の間では、常染色体に構造変化が生じてい

ることが示唆される。 

 鯨類の染色体では、小さなメタセントリッ

ク型あるいはサブメタセントリック型染色

体に仁形成部位（NOR 領域）が存在するこ

とが報告されている（Árnason 1981）。本研

究で調査したスナメリにおいても他種と同

様、1 対の小さなサブメタセントリック型染

色体の短腕にNOR領域が観察された（図 2）。 

 また、複数対の常染色体において、C-ヘテ

ロクロマチンの増幅が見られた（図 3）。こ

れは、他の鯨類でも同様に見られるため、鯨

類の染色体の特徴であろう。 
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図 1 スナメリの核型。 

図 2 Ag-NOR 染色を施したスナメリの染色
体。矢印は、NOR 領域を示す。 

図 3 スナメリの C-バンド核型。濃染部が
C-ヘテロクロマチン領域。 
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【今後の課題】 

 本研究では、スナメリと同属他種との間

に構造変化が生じていることが示唆され

たが、それがどのような変化であったのか

について、検討していない。一方、スナメ

リの G-バンド核型（比較的細かいバンド

が生じるので、染色体の構造変化を観察す

るのに適している）を得たので（図 4）、

同属他種についても G-バンド核型に関す

る知見を収集し、比較する。 

 
図 4 スナメリの G-バンド核型。 
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